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鉄共振現象を用いた壁光灯の動作特性について
中
}I1 孝 之
On the Characteristics relatinl:; to the operations of the Fluorescent Lamp 
which is conformed to the Ferroresonance Phenomenon. 
Takayuki N AKAGA W A 
In accordance with experiments of Dr. R. S. Mackay， 1 have designed the lighting 
apparatus， using the operations of the Ferroresonance with the Fluorescent La:mp， and 
have observed the characteristics of operations of the designed lamp and the lamp in 
the market at large. 
In comparison with the characteristics of operations of two each lamp， 1 have found 
the merits and demerits of each kind of these lamps. 
1. 緒 言
白熱ランプの 線条抵抗， 鉄心 入チョ ー ク コ イ ノレ， 蓄電器 の直列回路 を作 り， こ れを交流 電源に接
続す る と， 白 熱 ランプ の椋条抵抗 の 温度 に よ る 抵抗の 変化 に よ り 鉄共振現象 の 状況点 の移動が起
る。 こ の た め白熱ランプ。 は或 る周期的 な 点滅が 自 動的 に 生ず る と い う Mackay 博士 の 実験， 注びこ
の現象に 対す る南雲博士の理論的説明 に も と ず い て ， 蛍光灯 の 点灯 方法 を考案 した。
筆者 は こ の点灯 方法 に よ る点灯 の動作機構 は 次 の機会にゆず り ， こ こで は蛍光灯 の点灯の特性に
つい て 試み に実験結果を報告す る 。
2. 点灯特性の電磁オシログラフによる観測
実験装置 の精細 な説明は別報に よ って行っ た。 そ の 概略 は蓄電器 と， 二組 の鉄心 入チョ ー ク コイ
ル及び蛍光灯 の 両端 の 線条を直列に 接続 さ せ， ス イ ッ チ を通 じ て 電源 100V， 60cycleに接続す る様
にした。 今 チョ ー ク コ イ ル の 電流 ， 蛍光灯端子 に加 わ る 電圧， 蛍光灯点灯時に 流れ る 線条電流， 及
び電源の 電圧 の 夫々 の 波形を観察す る と 写真ーし 写真一 2 の 様にな る 。 写真一 1 は交 流電圧 90V
蛍光灯線条を流れ る 電流 は 170mA で あ り 管 電流 と 線 条電 流 の 合成 電流 の 大 さ は 230mA の場合に
於け る 入力電圧， 管l電 圧及 合成電 流 の 波 形 であ る 。 写真- 2 は交 流電圧95V， 蛍光灯 線条電流 160m
A， 合成電流 250mAの場合 の 線条電 流， 管 電圧及合成 電流 の波形 で あ る 。
写真一l 写真一2
写真- 1， 2 から 電源電圧， 管 電流， 線条電流及び合成電流の夫 々 の 波 形の位相をしらべるため作
った図が図-1である。
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写真一1， 2 及び図-1によ れば電源電圧
の位相に比べ管電圧，合成電流，線条電
流の位相は約50度程おくれ，管電圧の波
七 形は普通のグロースイゴチ付の蛍光灯
の管電圧波形と甚だ異っている。従って
電i筑波形も非常に異る点が注目される。
次に管 電圧と合成電流の位相を 観 察
図ー1 すると管電圧波形は合成電流波形より
約1度程すすみ， 線条電流波形は管電圧波形より位相が約1度程わずかに進んでいることがわかる。
3 .  盤光灯の照度計に よ る光度の比較
現在グロースイッチ付の蛍光灯点方式の蛍'光灯の前方50cmの所に 照度計を置き， 管電流と照度
の関係を測定すると， 次の図 2 のA線の様になる。 一方試作の鉄共振rl'l1路方式による蛍光灯 に つ
いて負荷電流と照度の関係を測定すると， 図- 2 のB"線の様になる。
このBn線は歓心入りチョ ークコイルL2の巻数により犯の値を1， 2 ，  3として区別した。 この
. 実験によって， 適当な巻数を選べば一定電流値
60 � に対して点灯後線条電流を切る方式の光度に試
to � �.〆「 作の蛍 光灯の光度を近ずけ得る様に思われる。
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川 ノ' づ 今明A 4. 盤光灯の点滅につい て
100 200 3∞ 令。。 τお+ 点灯後電圧低下のため点 灯が消滅する限界に
図-2 就L、てしらべると， 普通の蛍光灯では電圧75V
程で、あるが共振型のものでは更に低い電圧でも点灯して居り ， 消滅する電圧が60V程で、あった。 次
に点 灯しはじめる印加電圧の最小値についての比較して見ると， 前者では85Vで， 後者では約80V
であった。
今電圧を100V に調整し普通の蛍光灯を点灯する場合と， 共振型蛍光灯を点灯する場合の見掛け
上の比較をすると， 前者ーではグロースイッチの新， 旧によって蛍光灯が安定な放電をするまで時聞
がかかるが， 後者ではスイッチを入れるとMackayの実験 に於ける線条の点火の瞬間に放電が始ま
る事が観察された。 従って点灯に時間がかからな い事がわかった。
5. 結 言
この報告は試作した蛍'光灯装置の特性を示し， 現在斤j いられ ているグ ロ ースイッ チ付 の蛍 光灯の
特性を比較したもので， 前述の様に夫々に優劣がある事が明かとなった。
筆者は更に光皮は大ならしめる様に回路定数を変え研究中で， 次の報告に鉄共振型点灯の動作機
構について明らかにしようと思う。
終りに始終御指導を下さいました。 森教授 に厚くお礼申上げます。
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